
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています
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～十和田湖畔で熱戦～
　２月22日（土）・23日（日）、十和田湖畔において第24回ＤＯＷＡ杯ジュニア・ク
ロスカントリースキー大会が開催されました。
　今年は好天に恵まれ、東北各県から参加した小中学生達の熱い滑りに大きな声
援が送られていました。

第24回ＤＯＷＡ杯ジュニア・クロスカントリースキー大会
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　小坂鉄道レールパークの案
内や受付、町の観光案内も行
います。

　「小坂鉄道レールパーク」のグランドオープンにあわせ、明治百年通りにぎわい
創りプロジェクトでは、小坂鉄道体験館をはじめ展示場や駐車場、停留所など関
連施設の整備が進んでいます。
　鉄道関連施設のほか、今後整備予定の“にぎわい交流拠点施設”も含め、明治百
年度通り沿線を中心に小坂鉄道レールパーク施設の概要を紹介します。

❶小坂鉄道レールセンター
　郷土館に保存されている蒸
気機関車や貴賓車を移設し、
保存展示します。

❷車両展示場
　本物の機関車に「見て触れて
学び」楽しめる体験型施設で
す。ディーゼル機関車や、冬期
間はラッセル車の除雪運転体
験ができます。

❸小坂鉄道体験館　子供から年輩の方まで気軽
に楽しめます。旧小坂駅構内や
明治百年通り沿線の軌道敷で
実施します。乗った人でないと
その楽しさは実感できないと
好評です。

レールバイク
　レールバイクに乗車できな
い方や、幼児連れの方もお楽
しみいただけるトロッコ列車
も用意しています。ガダゴトと
揺られながらゆっくりと沿線
を走り抜けます。

トロッコ観光列車

　一般の方が、本物のディー
ゼル機関車を運転できるこ
とは、全国でも非常に珍しく、
小坂レールパークの特徴で
もあります。

　レールパークで働く係員の
待機・休憩施設です。

❹保線区詰所

　レールバイクの保管庫です。
５台のレールバイクを保有し
ています。

❺レールバイク保管庫

　トロッコ観光列車やレール
バイクの発着駅です。計画で
は、今後古館にも停留所が設
置される予定です。

❻花園町停留所
❼永楽町停留所

小坂レールパーク
ひとくちメモ

❽

❼ ❻
❶ ❷

❸
❺

❹

駐車場70台

小坂小・
　中学校

康楽館鉱山事務所

天使館
永
楽
町
通
り

樹
海
ラ
イ
ン

明治百年通り

　新たな賑わい拠点として、
広域観光の促進と、町民や観
光客の方々が求める地域情報
を提供する施設です。
　写真は移築される建屋です。

❽にぎわい交流拠点施設
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座長

三峰逹
みつ  みね とおる

時代劇スター松井誠の弟子達によって作られたスーパー大衆演
劇「下町かぶき組」。涙あり笑いありの人情芝居と美しく華やかな
舞踊ショーは全国各地で高い評価を得ております。

上演期間 開演時間 上演時間
10：00～
14：00～

11：00～

９/２
９/５

９/28

10：30～
14：00～

９/16
９/27

120分

各120分

10：30～
14：00～

９/６
９/11

各120分

各120分

14：00～９/15

140分
（千穐楽）

140分

60分

上演期間 開演時間 上演時間

10：30～

11：00～

７/15

８/３

18：00～
夕涼み公演

７/26

120分

（千穐楽）

140分

60分

上演期間 開演時間 上演時間

10：30～

18：00～

11：00～

８/18

８/９
８/23

８/31

120分

（千穐楽）

夕涼み公演

140分

上演期間 開演時間 上演時間

10：30～
14：00～

10：30～
14：00～

10：00～
13：30～

10：30～

11：00～

10/１
10/13

10/16
10/28
11/5
11/27
11/28

10/15

各120分

各120分

各120分

（千穐楽）

座椅子・ドリンク付にて常打芝居を楽しめます。
（最大20席）

4回分の観劇料金で5回観ていただくことができます。
（他のお客様との共用はできません）

個　人

団　体

2,100円
1,890円

■公演料金 
　  （税込み：団体20名以上）
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時代劇スター松井誠の弟子達によって作られたスーパー大衆演
劇「下町かぶき組」。涙あり笑いありの人情芝居と美しく華やかな
舞踊ショーは全国各地で高い評価を得ております。
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申請・お問い合わせ先　　町民課町民福祉班　℡29－２４００（ゆーとりあ）

　父母の離婚などにより父または母と生計を
同じくしていない児童について、手当を支給す
る制度です。

　現在児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給されていない方で、次の要件に該当すると思われる方は、
お気軽にお問い合わせください。

　平成23年４から始まったＮＨＫ－ＢＳプレミアム「にっぽん縦断こころ旅」。平成26年２月の放送で、47都
道府県すべてを走破することができました。
　そして、“２０１４春の旅”が３月に愛知県をスタートし、北上しながら北海道を目指します。
　番組は皆さまのお手紙で旅のルートを決定しています。
　皆さまの心にある忘れられない小坂町の身近な風景や景色を、エピソードを添えてぜひご紹介ください。

◆秋田県内で４本の番組を製作予定

◆秋田県の放送予定　６月30日（月）～７月６日（日）

◆応募期限　５月20日（火）必着

◆応募内容　
　①住所、②氏名、③電話番号、④性別
　⑤年齢、⑥思い出の場所（写真も大歓迎‼）
　⑦風景にまつわるエピソード

◆応募方法　
　▽番組ホームページ
　　　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　▽ＦＡＸ　03－0465－1327
　▽郵　送　〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係

◆お問い合わせ先　
　ＮＨＫふれあいセンター（℡0570－066－066）

○全額支給　41,140円
※児童２人目は5,000円加算、児童３人目以降
は１人につき3,000円加算。

※一部支給は、所得に応じて金額が異なりま
す。

　手当を受給されている方は、毎年８月に所得の状況等について報告する必要があります。

　18歳到達後最初の３月31日までの間にある
児童（障害児については20歳未満）を監護して
いる父または母、または児童を養育している方
に支給されます。ただし、公的年金を受給して
いる場合は受給できません。
　所得が一定以上の場合は手当の一部または
全部の支給が停止されます。

　精神または身体が障害の状態（政令で定める
程度以上）にある20歳未満の児童について、手
当を支給する制度です。

○児童１人につき
　重度障害児（１級）　50,050円
　中度障害児（２級）　33,330円

　精神または身体に一定の障害を有する児童
を監護している方に支給されます。ただし対象
児童が児童福祉施設等に入所している場合は
受給できません。
　所得が一定以上の場合は手当の支給が停止
されます。

「何気ない風景」
　「思い出の風景」
　　「忘れられない風景」
　　　「みんなに伝えたい風景」

皆さまのこころの風景と
エピソードを大募集しています！

応募内容等
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　届出の手続きは「ゆーとりあ」「七滝支所（ほっと
りあ）」「十和田出張所」で行うことができます。
　窓口では届出される方の本人確認を行っておりま
すので、運転免許証・健康保険証などの身分証をお
持ちください。なお、本人またはその同居家族以外
の方による届出には委任状が必要となりますのでご
注意ください。

　町では、定住促進対策として空き家情報を受け付
けています。
　将来的に使わない空き家を売りたい、貸したいと
思っている方は、ぜひご登録ください。
　登録した情報については、ホームページで情報提
供し、利用希望があった場合に登録者へお知らせい
たします。

【ご注意】
◆町では、情報の紹介や連絡調整を行いますが、
所有者と利用希望者の間で行う物件の賃貸・売
買に関する交渉・契約について、直接関与しま
せん。

◆契約等に関するトラブル等については当事者間
で解決していただくことになります。

※その他に児童手当を受給されている方や障害者
手帳をお持ちの方は別に手続きが必要です。詳
しい内容については窓口でおたずねください。

　出生、婚姻、離婚、死亡などの届書の受付は、24
時間行っています。なお、閉庁後や土日祝祭日は、
尾樽部本庁舎の宿日直で受付しています。

　届書はあらかじめ記入し、届書に記載されている
届出人の印鑑を持参のうえ、提出してください。
　なお、届出人とは、届書の届出人欄に記載される
こととなる人であり、届書の持参人ではありません
ので、ご注意ください。
　また、宿日直の係員は、住民戸籍担当の職員では
ありませんので、相談しながら届書に記入したい場
合は、平日８：30 ～ 17：15の間に「ゆーとりあ」窓口
にお申し付けください。

　４月１日（火）からの町営バス「野口線」の運行時刻
をお知らせします。ご理解とご協力をお願いします。

•運行日は「祝祭日を除く月曜～土曜日」及び「市日
のある日曜・祝祭日」です。

•土曜日、市日のある日曜・祝祭日は、★印のみ運行
します。

※各停留所の時刻につきましては、町のホームペー
ジでご確認ください。

※運行経路、運賃に変更はありません。

・転出証明書
　（前住所地で発行されます）
・年金手帳（国民年金加入者）
・印鑑　　・本人確認書類

・国民健康保険証または
　後期高齢者医療保険証
・福祉医療受給者証
・介護保険証
・印鑑登録証（登録している方）
・印鑑　　・本人確認書類

必要なもの届出の名称

転入届
他市町村から
来たとき

転出届
他市町村へ
行くとき

転居届
町内で住所が
変わったとき

（ ）

（ ）

（ ）

【下り】 【上り】
小坂操車場発 あすなろ前着
6:45

★ 7:40
★12:10
15:00
16:10
18:30

7:05
8:04
12:34
15:24
16:34
18:50

あすなろ前発 小坂操車場着
7:10

★ 8:10
★12:40
15:30
16:40
18:55

7:35
8:35
13:05
15:55
17:05
19:16
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　平成23年11月、小学校・中学校からスタートしたノーメディアチャレンジの実践は、平成
25年の１月からは、七滝保育園、小坂マリア園、小坂高校が加わり、町ぐるみの取組に発展し
ています。町ぐるみ・家族ぐるみでノーメディアの実践を継続して取り組む中で、メディア以
外の楽しみを見い出せた子どもたちは、徐々に生活を変えることができるようになったと感
じています。
　今年の11月に全国学校保健研究大会で小坂町で取り組んでいるノーメディアの実践につい
て紹介する機会がありましたが、町ぐるみで取り組んでいるところは、全国的にも珍しいとの
ことです。今後も生活習慣改善と自己コントロールできる子どもたちを目指して継続してい
きたいと思います。引き続き、家族の皆様のご協力をお願いします。

親 子 の 部　５年　齊藤士文さん　　『朝ごはん　食べて体の　スイッチＯＮ！』
　　　　　　４年　田畠那由太さん　『ねえ見てよ　テレビじゃなくて　ぼくのこと』

小学校の部　５年　澤田羽夏さん　　『早寝した　次の一日　ぜっこうちょう！！』
　　　　　　５年　福嶋由宇希さん　『ゲームより　家族と過ごす　笑顔の時間』

中学校の部　１年　工藤南々羽さん　『メディアから　離れて広がる　家族の輪』
　　　　　　２年　村木雄介さん　　『携帯は　早起きさせない　核兵器』

（小中合同保健集会の様子「生活習慣とメディア」）
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　２月23日、第22回町長杯囲碁将棋大会がセパーム
で開催され、町内の囲碁・将棋愛好者が集まり対局
しました。
　結果は次のとおりです。

　小坂鉄道レールパーク（仮称）として今年の６
月オープン予定の旧小坂鉄道駅舎等は、現在、教
育委員会で、駅舎を国の登録文化財にするため調
査中です。
　登録文化財に登録することで、小坂町の懐かし
い風景を守ることができ、建物の価値も上げるこ
とができます。町では活用される文化財をめざし
ていますので、今後もご理解をお願いします。

　２月14日、中央地区の自治会運営研究会がセ
パームで開催されました。今回は「地域における災
害対応について」と題し、県総合防災課の菊池さん
から、近年の地震や大雨、大雪などの災害状況を説
明いただきました。
　東日本大震災の教訓を踏まえた全面的な見直し
による「秋田県地域防災計画」がまもなく完成しま
す。また各市町村においても防災計画の見直しが
進められていますが、いつ起こるかわからないの
が災害です。実際に災害が起こった時の避難の仕
方や注意点などについて、それぞれ各自で想定し
ながら理解を深めました。

　２月14日（金）、川上公民館で農業学習会と雪中
田植えが行われました。
　農業学習会では、講師にかづの農業協同組合の
田中雄也（たなかかずや）氏を招き、今年度の状況
や病害虫防除についてお話いただきました。学習
会では、受講生間でも活発な意見交換がなされま
した。
　農業学習会後には、毎年恒例の雪中田植えを行
いました。雪中田植えとは、今年の豊作祈願と作付
けを占う行事で
す。雪の上に稲に
見立てた藁と豆
の束を植えてい
きます。これらを
植える理由は、主
食となる代表的
な米穀類だから
です。

雪中田植えは、
毎年２月14日に
川上公民館で行
われています。

▲

【将棋の部】
優　勝　小笠原修平
準優勝　澤田　一志
第三位　木村　利雄

【囲碁の部】
優　勝　中村修太郎
準優勝　富樫　武見
第三位　一戸　民男



生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館(☎29−2069）
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》

　小中学校から各家庭にご案内してお
りますとおり、児童生徒の送迎車両の
乗り入れについては、セパーム西側入
口付近までとなっています。子ども達
の安全や、スクールバス、町営バス運
行の妨げにもなりますので、ご理解と
ご協力をお願いします。

　また、落とし物・忘れ物がセパーム
事務室に届いています。ジャンパー等
の防寒着が多いようです。セパームご
利用後は、
身の回りを
ご確認くだ
さい。

・地域のみんなで運営します。
・いろいろな種目にチャレンジします。　・誰でも参加ＯＫです。

・会費を添えてスポーツクラブ（セパーム内）へ入会申込書を提
　出してください。
　　一般会員（高校生以上）　　年会費300円
　　ジュニア会員　　　　　　月会費200円
・申込書は、セパームにあります。いつでも入会できます。
・会員には各種特典があります。

◆「総合型地域スポーツクラブ」って？

◆会員になるには…

　本年10月４日～ 11月３日に開催される第29回国民文
化祭の本番に先だち、国民文化祭をアピールし、開催気
運を高めるためプレイベントを開催します。
　町内小学生有志による「黒子座きっず」がオープニング
を飾るほか、一人芝居あり、ブラックコメディありと、
見ごたえのある舞台をお届けします。
　当日は入場無料です。皆さん、お誘い合わせのうえ足
をお運びください。

日　時　３月21日（金）　　開　場　10：00　　開　演　10：30

会　場　康楽館

出　演　10：30～ 11：00　黒子座きっず（町内小学生）：「雪渡り～小坂バージョン～」
　　　　11：00～ 12：00　大館鳳鳴高等学校演劇部：「ほら吹き食堂のエース」
　　　　12：30～ 13：00　平田孝太（Hozzy & Nancy）一人芝居：「蜘蛛の糸」
　　　　14：00～ 16：00　劇団 Hozzy and Nancy（横手市）：「遭難、」

◆活動内容

お問い合わせ先：小坂町スポーツクラブ（セパーム内）　TEL29－２０６９

（会場・講師の都合等で変更する場合がありますのでご了承ください）

「リラックスヨガ」
骨盤の矯正、姿勢を正したい方、どうぞ

「ゆるりら体操」
体のコリや冷えをスッキリ解消、体が若返る？

「エアロビクス」
有酸素運動で、生活習慣病を予防しよう！

「８人制バレーボール」
ゲームしながら、楽しく体を動かしましょう！
「ジュニアスポーツクラス」
あそびをとおして、基礎体力作り！

毎週月曜日　19：30～ 20：00
セパーム・トレーニングルーム

第２・４火曜日　11：00～ 12：00
セパーム・トレーニングルーム

第１・３水曜日　10：30～ 11：30
セパーム・トレーニングルーム

第１・３金曜日　19：00～ 20：00
セパーム・アリーナ
毎週月曜日　16：00～ 17：00
セパーム集合・アリーナ他

お問い合わせ先 第29回国民文化祭小坂町実行委員会（小坂町教育委員会学習振興班内）℡２９－２０６９
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〈開催日時〉　３月15日（土）
　　　　　　10：30～11：00

　貸出券で５冊まで２週間、お家に
本を借りていくことができます。
　また、町内に在勤・在学の方も貸
出券を作ることができます。

　郷土館の冬季休館中は、郷土館友の会の協力によ
り、新年度の展示会にむけた所蔵資料の整理作業を
行いました。

　県立図書館の「電子書籍」閲覧についてご質問があ
りました。
　AndroidまたはiOSが搭載されたスマートフォン
やタブレット端末を通して、県立図書館の電子書籍
は閲覧できます。ただし、利用カードとパスワード
の発行が必要となります。
　なお、パソコンでは電子書籍の閲覧はできません。
　詳細は、パソコンやスマートフォン等で、県立図
書館サイト内の｢使い方｣をご確認ください。

秋田県立図書館電子書籍の閲覧利用について

●
普
通
科
３
年
生
出
前
授
業

　
﹁
調
理
実
習
﹂

　

１
月
15
日（
水
）、
普
通
科
３
年
生

の
就
職
コ
ー
ス
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」

の
授
業
で
、
大
館
調
理
師
専
門
学
校

の
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
献

立
は
、
き
の
こ
の
炊
き
込
み
ご
飯
・

吉
野
鶏
の
す
ま
し
汁
・
鮭
の
け
ん
ち

ん
焼
き
の
３
品
で
、
本
格
的
な
日
本

料
理
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
お
い

し
く
出
来
上
が

り
、
お
腹
も
心

も
大
満
足
。
食

材
本
来
の
味
や

和
食
の
良
さ
を

見
直
す
貴
重
な

体
験
に
も
な
り

ま
し
た
。

●
進
路
体
験
発
表
会

　

１
月
28
日（
火
）に
１
・
２
年
生
を

対
象
に
、
３
年
生
11
名
か
ら
就
職

活
動
や
大
学
入
試
な
ど
の
体
験
を

報
告
し
ま
し
た
。
特
に
失
敗
談
や

苦
労
し
た
点
な
ど
、
下
級
生
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
間

も
な
く
始
ま
る
進
路
活
動
へ
向
け

て
、
自
身
の
進
路
を
深
く
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

●
課
題
研
究
発
表
会

　

１
月
25
日（
土
）、
課
題
研
究
発

表
会
が
行
わ
れ
、
工
業
科
３
年
生

が
履
習
す
る「
課
題
研
究
」で
、
三
年

間
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

来
賓
を
は
じ
め
、
企
業
や
一
般
参

加
、
保
護
者
を
含
め
約
85
名
の
方

に
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

小
坂
中
学
生
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り

教
室
」と「
理
科
研
究
発
表
会
」の
報

告
な
ど
、
発
表
会
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の

ほ
か
「
よ
さ

こ
い
康
楽
宝

船
」の
披
露
、

商
業
科
と
家

庭
科
の
学
習

成
果
も
発
表

し
ま
し
た
。

●
除
雪
・
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

３
年
生
は
１
月
21
日（
火
）、
２

年
生
は
１
月
31
日（
金
）、
１
年
生

は
２
月
７
日（
金
）に
町
内
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

家
人
と
の
交
流
も
含
め
、
充
実
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
１
月
21
日（
火
）は

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
並
行
し
て
、

電
気
工
事
士
の
有
資
格
者
が
技
術

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
電
球
磨

き
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
も

行
い
ま
し
た
。

●
３
・
４
月
の
日
程

・
高
校
入
試（
二
次
募
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
19
日（
水
）

・
修
了
式　
　
　
　

３
月
20
日（
木
）

・
離
任
式
、
退
任
式　

３
月
26
日（
水
）

・
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
４
日（
金
）

・
始
業
式
、
新
任
式　

４
月
７
日（
月
）

・
入
学
式　
　
　
　

４
月
８
日（
火
）

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
小説・エッセイ
■十津川警部　東北新幹線「はやぶさ」の客／西村京太郎（913）
■夏目影二郎　始末旅シリ－ズ／佐伯泰英（913）
■幻夏／太田愛（913）
■めぐり糸／青山七恵（913）
■悪道　１・２／森村誠一（913）
〈第1₅0回直木賞〉
■昭和の犬／姫野カオルコ（913）
■恋歌／朝井まかて（913）
〈第1₅0回芥川賞〉
■穴／小山田浩子（913）

実用書
■人生はワンチャンス！／水野敬也（159）
■あなたの習った日本史はもう古い！（375）
■最新四川料理の教本（596）

絵本
■おとのさま、でんしゃにのる（913）
■くしカツさんちはまんいんです（Ｅ）
■だんだんのみ（Ｅ）
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　平均寿命85歳の今、65歳以上を高齢者と呼ぶこ
とに抵抗を感じますが、これからは年齢に関わらず
元気な高齢者が、虚弱高齢者の困っていることをで
きる範囲内で手伝うという生活支援サービスを、自
身の生きがいづくり、社会参加の機会ととらえ、活動
するサークルがもっとできてもいいのかな、と思い
ます。

　さらに、こうした活動が成功するかどうかは、支援
する側の声かけも大切ですが、支援を受ける側の「手
伝ってほしい」と言える、日頃からの人間関係が大き
く影響します。 

　ぜひ、こうした介護予防活動を通して、見守りや助
け合い等地域の互助“お互いさま”の力が育っていく
まちにしたいものです。

　ちょっと堅苦しい表現ですが、少しのお手伝いで
日常生活で困っていることが解決され普通に生活で
きる高齢者は、大勢います。

　平成23年に愛知県で行った調査によると、75歳
以上の１人暮らし世帯の方が日常生活で困っている
ことで最も多かったのが、家の中の修理、電球交換、
部屋の模様替えで42％、次いで自治会活動34％、掃
除20％、買い物17％でした。
　これらは介護保険サービスというよりはむしろ、
地域や近隣でのちょっとした手助けによって日常生
活が普通に送れるようになります。
　
　一方、平成24年度版内閣府の高齢社会白書による
と、60歳以上の住民のグループ活動で参加したこと
があるのは、健康・スポーツ31％、地域行事24％、
趣味20％で、高齢者支援は６％弱、子育て支援は
２％でした。

　平均寿命85歳の今、65歳以上を高齢者と呼ぶこ
とに抵抗を感じますが、これからは年齢に関わらず

　ちょっと堅苦しい表現ですが、少しのお手伝いで
日常生活で困っていることが解決され普通に生活で

少しの手助けが、
　虚弱高齢者が地域で暮らす大きな支えになり、
　　ひいては自分の健康づくりになる

《過去２年１か月分が免除申請できるようになります》

◆お問い合わせ先　秋田年金事務所（℡018－865－2399）　　　　　　　　　鷹巣年金事務所（℡0186－62－1497）

　国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険料を納付することが経済的に困
難な場合、保険料の免除を申請することができます。これまでは、過去分の国民年金
保険料の免除が受けられる期間は、申請の直前の７月までの１年以内でした。
　平成26年４月からは、申請時点の過去２年１か月分をさかのぼって免除申請ができ
るようになります。

《失業などの特例免除の対象期間も拡大されます》
　災害・失業などを理由とした免除（特例免除といいます）は、これまでは、申請時点
の年度または前年度に災害・失業などの理由があることが条件となっていました。
　平成26年４月からは、災害・失業などの前月から災害・失業などがあった年の翌々
年６月までの期間について、特例免除の申請ができるようになります。
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人種のるつぼ　－The Melting Pot－

　みなさんは「人種のるつぼ」という言葉を聞いたこ
とがありますか？

　「人種のるつぼ」という概念は、世界中の様々な人
達がアメリカに集まって、それぞれがアメリカ人にな
るということで、自分が持ち込んだ文化や信仰、理想
や夢がアメリカの一部となり、自分もアメリカ人とな
るということです。「多民族国家アメリカ」を象徴する
言葉として小さい頃から学校で学んできました。

　日本ではどうか分かりませんが、アメリカでは、高
校まで学んだことが大学で「いや、それは違うよ」と
簡単に覆されることがあります。「なぜ１足す１が２
だと思い込んでいるの！」と言われた経験もありま
す。（場合によって３になることもあります。…本当だ
よ？）それで、「人種のるつぼ」の概念も例外なく覆さ
れるわけです。

　アメリカから来た人達が、他の国に行き「アメリカ
文化を紹介して下さい」と言われれば、半分以上は言
葉に詰まると思います。期待されている文化を紹介し

たいのに、一体アメリカ文化とは何だろう考えさせら
れます。「自由の魂」とかは答えになりそうですが、果
たしてもそれも答えに出来るでしょうか。

　私から見てアメリカの一番いいところは、あっち
こっちにいっぱい転がっている文化も意見も個性も
様々で、その違いによって言い争いになっても平和
が保たれて、人は様々であっても共通点もいくらでも
あって、アメリカの“もの”だからではなくて、その
アメリカ合衆国を共有してこそ、アメリカ人はアメリ
カ人であるところです。

　よく称えられる合衆国憲法の前書きは「我々合衆国
の人民は…」と始まって、「この国を作る」ということ
です。

　でも、隣の人があまりにも違いすぎると感じると、
協和は難しくなります。あまりにもこの人は理解でき
ないという壁が人と人の間にあったら、問題が生じて、
同意しあっている人は同意しない人から目をつむって
閉鎖しあってぶつかり合いながら喧嘩します。今のア
メリカでの問題は大抵そのせいだと思います。

　アメリカの学校では「多種多様」は大切と認められ
ています。学生が多種多様なら、皆は学校で慣れて解
り合うようになれたら、考え方も充実し視界も広がり、
卒業したら差別などすまいという意見です。
　
　もちろん学校や人種だけではありません。昔から、
男性だけが記事を書いた雑誌に対して「女性の方の意
見を乗せたらどうだ？」という意見が出たり、大きい
スポーツ機関が「国中の子供たちが憧れる選手が実は
同性愛ということには本当に問題はあるのか？」とい
う疑問を持ち始めたりしています。

　様々な文化や、一つひとつ大切な世界中の欠片を認
めて、解り合おうとすることはとてもいいと思います。

▲家族・友人とのハロウィン・パーティー
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お
知
ら
せ

　

地
方
裁
判
所
で
は
、
債
務
の
支
払

が
で
き
な
く
な
っ
た
人
な
ど
の
所
有

す
る
不
動
産
を
売
却
し
、
こ
の
売
却

代
金
を
債
務
の
支
払
に
充
て
る
、
不

動
産
競
売
と
い
う
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

不
動
産
競
売
手
続
き
で
売
り
に
出

さ
れ
る
不
動
産（
競
売
不
動
産
）の
情

報
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
点

セ
ッ
ト（
物
件
明
細
書
、
現
況
調
査

報
告
書
、
評
価
書
）」と
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

三
点
セ
ッ
ト
は
、
各
裁
判
所
に
も

備
え
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
Ｂ
Ｉ
Ｔ

（
ビ
ッ
ト
）」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
そ
の
内
容
を
確
認
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ｔ
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
裁
判
所
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
競
売
不
動
産
の
情
報
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
Ｂ
Ｉ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bit.sikkou.jp/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
地
方
裁
判
所
事
務
局

（
TEL
０
１
８
︱
８
２
４
︱
３
１
２
１
）

　

由
利
本
荘
市
岩
城
の
県
消
防
学

校
・
防
災
学
習
館
で
は
、
地
震
、
初

期
消
火
、
煙
中
避
難
、
１
１
９
番
通

報
を
疑
似
体
験
で
き
る
ほ
か
、
防
災

シ
ア
タ
ー
、
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
、
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
で
防
災
映
像
、
関
連
図

書
等
を
利
用
し
て
防
災
知
識
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
休
館
日

　

年
中
無
休（
年
末
年
始
除
く
）

◆
入
館
料

　

無
料（
団
体
は
要
予
約
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
防
災
学
習
館

（
TEL
０
１
８
４
︱
73
︱
３
０
０
５
） 

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
お
譲
り
し

ま
す
。

◆
物
件

　

マ
ル
ゼ
ン　

ガ
ス
回
転
釜
１
台

○
製
造
年
月　

平
成
元
年
６
月

○
そ
の
他

　

平
成
24
年
７
月
ま
で
給
食
調
理
に

使
用（
現
状
引
き
渡
し
、
落
札
後
は

落
札
者
が
運
搬
す
る
こ
と
）

◆
説
明
会　

３
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

◆
場
所　

旧
砂
子
沢
ダ
ム
事
務
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
管
財
班（
TEL�

29
︱
３
９
０
１
）

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ

た
方
で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の

納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付

書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限（
平
成

26
年
３
月
31
日
）ま
で
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新

た
な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行

し
ま
す
の
で
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
TEL
０
５
７
０
︱
０
１
１

︱
０
５
０
）ま
た
は
鷹
巣
年
金
事
務

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
鷹
巣
年
金
事
務
所

（
TEL
０
１
８
６
︱
62
︱
１
４
９
７
）

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
か
ら
ま
も
な
く
３
年
が
経

ち
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
震
災
の

教
訓
を
忘
れ
ず
、
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
内
の
防
災
意
識
の
高
揚

　

安
全
な
避
難
場
所
の
確
保

　

避
難
ル
ー
ト
の
確
認

競
売
不
動
産
の
買
受
に
つ
い
て

防
災
学
習
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

情
報

　春の火災予防週間にあわせ、小坂町消防団の駆
付訓練を行います。
　早朝のサイレン吹鳴等でご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解下さいますようお願いいたします。

　平成25年度の住宅リフォーム支援事業を申請し
た方で、事業が完了している場合は、３月末まで
に実績報告書を提出してください。

お問い合わせ先　建設班（℡29－３９１０）

お問い合わせ先　生活環境班（℡29－２４００）

公
有
財
産
を
お
譲
り
し
ま
す

ね
ん
き
ん
後
納
保
険
料
の
納
付
書

の
使
用
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

2月分 町長交際費をお知らせします
【計11件　63,000円】

香典　２件

鹿角工業振興会新年会

鹿角北都会

鹿角地方職業能力開発協会及び
鹿角地区技能士会合新年会

かづの商工会・小坂地区移動商工会交流懇親会

十和田湖冬物語2014交流会

ＪＡかづの女性部大会

鹿角地区事業主交通安全推進協会並びに
安全運転管理者会総会懇親会

小坂管工事業協会新年会

ＤＯＷＡ杯ジュニア・クロスカントリースキー大会
ウェルカムパーティー

20,000円

5,000円

5,000円

4,000円

5,000円

4,000円

5,000円

5,000円

5,000円

5,000円

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う



14

お
知
ら
せ

　

家
族
間
の
連
絡
手
段

◆
環
境
整
理

　

自
宅
周
辺
の
点
検

　

家
財
道
具
等
の
転
倒
落
下
防
止

◆
非
常
持
出
品
の
準
備

　

ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
等
の
確
認

　

平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
縦
覧
帳

簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
現
況
と
の
相
違
が
あ

る
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
お
願

い
し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間　

４
月
１
日（
火
）～
５

月
30
日（
金
）※
土
日
祝
日
は
除
く

◆
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
場
所　

ゆ
ー
と
り
あ
２
階　

町
民

課
税
務
班

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課
税
務
班（
TEL�

29
︱
３
９
０
４
）

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・
大

卒
程
度
試
験
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

　

４
月
１
日（
火
）９
：
00
～

　
　
　
　
　

８
日（
火
）〔
受
信
有
効
〕

　

第
１
次
試
験
／
４
月
27
日（
日
）

◆
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

　

４
月
９
日（
水
）９
：
00
～

　
　
　
　
　

21
日（
月
）〔
受
信
有
効
〕

　

第
１
次
試
験
／
６
月
15
日（
日
）

※
申
込
や
受
験
資
格
の
詳
細
は
、
人

事
院
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
又
は
事
務
局
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
人
事
院
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
◆
お
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

（
TEL
０
２
２―
２
２
１―

２
０
２
２
）

　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
次
試
験
：
６
月
８
日（
日
）

　

会
場
／
秋
田
大
学

◆
試
験
の
区
分

　

労
働
基
準
監
督
Ａ［
法
文
系
］

　

労
働
基
準
監
督
Ｂ［
理
工
系
］

◆
採
用
予
定
数

　

労
働
基
準
監
督
Ａ
約
１
６
０
名

　

労
働
基
準
監
督
Ｂ
約
40
名

◆
申
込
方
法
等

〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〕

http://www/jinji-shiken.go.jp/juken.thml

〔
郵
送
又
は
持
参
〕

〒
０
１
０―

０
９
５
１　

秋
田
市
山

王
７
丁
目
１―

３　

秋
田
労
働
局

◆
申
込
期
間
等

〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〕

　

４
月
１
日（
火
）９
：
00

　
　
　
　

～
14
日（
月
）〔
受
信
有
効
〕

〔
郵
送
又
は
持
参
〕

　

４
月
１
日（
火
）
～
２
日（
水
）

　
　
　
　
〔
２
日
の
通
信
日
付
有
効
〕

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

（
TEL
０
１
８―

８
６
２―

６
６
８
１
）

◇「
ワ
ー
ド
」初
級

　

講
習
期
間

　

４
月
７
日（
月
）～
９
日（
水
）

　

申
込
締
切　

３
月
24
日（
月
）

◇「
エ
ク
セ
ル
」初
級

　

講
習
期
間

　

４
月
14
日（
月
）～
16
日（
水
）

　

申
込
締
切　

３
月
31
日（
月
）

◇「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」初
級

　

講
習
期
間

　

４
月
21
日（
月
）～
23
日（
水
）

　

申
込
締
切　

４
月
７
日（
月
）

◆
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
10
名

◆
会
場

　

鹿
角
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会

◆
費
用

　

各
コ
ー
ス
と
も
４
，
５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
込
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会

（
TEL�

23
︱
４
３
３
０
）

＊ 

お
・
め
・
で
・
た
＊

〈
若
葉
町
〉

　

村
木　

綴つ
づ

雅り
（
父
・
靖
人
、
母
・
ま
ゆ
み
）

〈
大
川
岱
〉

　
吉
川　

柚ゆ

衣い
（
父
・
翼
、
母
・
千
晴
）

〈
若
葉
町
〉

　

阿
部
結ゆ

愛め

乃の
（
父
・
和
憲
、
母
・
絵
梨
子
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
下
小
坂
〉　　
　
　

宮
舘　

隆
藏

〈
若
葉
町
〉　　
　
　

伊
藤　
　

正

〈
新
町
〉　　
　
　
　

金
谷　

忠
志

〈
藤
倉
団
地
〉　　
　

木
村　
　

司

〈
北
あ
け
ぼ
の
〉　　

島
田
美
砂
子

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望

さ
れ
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に

窓
口
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
２
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

人
事
院
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素
不検出
不検出
不検出

セシウム134
不検出
不検出
不検出

セシウム137
2.4
不検出
不検出

採　　取　　日
測　定　期　間

平成26年２月12日
２月14日から２月18日

（単位：ベクレル／リットル）

◆
検
査
日
＝
２
月
19
日

　

①
七
滝
保
育
所（
玉
ね
ぎ
）

　

②
マ
リ
ア
園（
じ
ゃ
が
い
も
）

◆
検
査
日
＝
２
月
17
日

　

③
小
坂
小
学
校（
も
や
し
）

　

④
小
坂
中
学
校（
玉
ね
ぎ
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

③
・
④
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
資
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿

募
集

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
講
習
会
開
催

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
南
あ
け
ぼ
の
〉　　

遠
山　

洋
子

〈
野
口
〉　　
　
　
　

秋
本　

ト
ワ

〈
砂
子
沢
〉　　
　
　

多
田　

サ
ダ

※
掲
載
が
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
12
月
27
日
～
31
日
受
付
分
・
敬
称
略
）
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お
知
ら
せ

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
３月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,783人

2,692人

3,091人

2,539世帯

（－ 3人）

（－ 6人）

（＋ 3人）

（－ 1世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

早春芸能フェスティバル（康楽館） 市日健康相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

七滝保育所入所式

〈彼岸の入り〉
行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

２か月児・２歳児育児相談（ゆーとりあ）
マリア園入園式
【生ごみ（中央地区）】

卒業式（小学校） 新任式・一学期始業式（小・中学校）
中学校入学式
【可燃ごみ】

修了式（小・中学校、小坂高校）
【生ごみ（中央地区）】

〈清明〉
【古紙類】

《春分の日》
【可燃ごみ】

春の全国交通安全運動（～15日）
小坂町消防団火災想定訓練　春の火災予
防運動（～12日）

【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

小坂小学校入学式
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】
小坂高校入学式
心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

〈彼岸の明け〉
マリア園卒園式
（図書館・郷土館休館日）【生ごみ（中央地区）】 【びん・缶等資源類】
七滝保育所修了式
心配ごと相談日（だんらん）
２次募集合格者発表（高校）　【可燃ごみ】

乳児健診（ゆーとりあ）
【生ごみ（中央地区）】

【可燃ごみ】

【生ごみ（中央地区）】
ＰＴＡ総会・授業参観（小坂小学校）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

保育修了式（マリア園）
【可燃ごみ】

(土)

(日)

(月)
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

ＰＴＡ総会・授業参観（小坂中学校）

振替休業日（小・中学校）
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

本 田 医 院
☎35-3002
大 里 医 院
☎22-1251
なかのクリニック
☎22-7335

【びん、缶等資源類】

大湯リハビリ病院
☎37-3511

鹿角中央病院
☎23-4131

小坂町診療所
☎29-5500

大湯リハビリ病院
☎37-3511
三ヶ田医院
☎31-1231
福 永 医 院
☎35-3117
笹村整形外科
☎30-0035
大 里 医 院
☎22-1251
長 橋 医 院
☎23-7612
大湯リハビリ病院
☎37-3511

笹村整形外科
☎30-0035

なかのクリニック
☎22-7335
小坂町診療所
☎29-5500

三ヶ田医院
☎31-1231

本 田 医 院
☎35-3002

小坂町診療所
☎29-5500

小笠原医院
☎35-2011

本 田 医 院
☎35-3002
小笠原医院
☎35-2011
三ヶ田医院
☎31-1231
長 橋 医 院
☎23-7612
鹿角中央病院
☎23-4131

いけがみクリニック
☎30-0111
福 永 医 院
☎35-3117

かづの厚生病院
☎23-2111

かづの厚生病院
☎23-2111
福 永 医 院
☎35-3117
長 橋 医 院
☎23-7612
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　６月のフルオープンに向けて、施設の工事も順調に進んでいます。
　今月の広報２ページから３ページでも紹介していますが、旧小坂駅にある車両が保管されている機関車庫
は「体験館」として生まれ変わります。工事の進捗とともに、リニューアル後の「体験館」の外観ができあがっ
てきています。以前の雰囲気をそのままに、中は鉄道関係の備品を展示、車両に触れながら町の歴史と小坂鉄
道の歴史を学ぶことができます。
　また、駅南側の車両展示場の工事も順調に進んでいます。郷土館にある蒸気機関車と貴賓車、平成６年まで
走っていた客車も移設し展示する予定です。

　ディーゼル機関車の運転体験は全国的にも珍しいもの
の、鉄道マニアの方だけが楽しむものだと思われていませ
んか？
　小坂鉄道レールパークは、どなたでも楽しめる施設を目
指しています。重量55トンの車両を自分の手で動かして
みる、という体験を気軽にできるメニューも検討しており
ます。町民の皆様もぜひその緊張感を味わってみてくださ
い。

　小坂製錬敷地内にある木骨レンガ造りの建物を町が譲
り受け、明治百年通りに移設する予定です。町の観光案内
や土産などの販売や軽食、町民の皆様にも気軽に集えるよ
うな交流施設を目指しています。

「観る・学ぶ・体験する」を小坂鉄道レールパークで!

ディーゼル機関車の運転体験

木骨レンガのにぎわい交流館が
　　　　　　　明治百年通りに

住まいコンシェル　ライファかづの
TEL.（0186）25－2055

（大館桂工業株式会社）

TEL.（0186）29－3421
小坂出張所

リフォーム・修理、
住まいの悩みを必ず解決いたします。
外装 増改築 屋根 窓・サッシ バリアフリー

内装 システム
キッチン

システム
バス

灯油ボイラー
電気温水器

オール電化
セミ電化

▲完成間近の「体験館」（機関車庫）

▲小坂製錬から譲渡される予定の建物

住まいの事ご相談ください
新築、増改築、リフォーム全般｛キッチン、お風呂、トイレなど｝

代表　工藤 雅也
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽53　TEL29－2191
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